
2026年度 博⼠後期課程進学説明会

2026年9⽉19⽇
東北⼤学・⼯学研究科⻑ 髙村 仁



進路選択の多様性
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東北⼤学⼯学部・⼯学研究科の進路状況
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2026年4⽉1⽇現在

学部卒業後 ⼤学院前期修了後 ⼤学院後期修了後

学⼠・修⼠での就職も進学も等しく価値ある決断



博⼠号を取得するということ
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博⼠号は

• 研究者のライセンス

• 研究者のパスポート

限られた領域の専⾨家ということではなく、未知の分野
でも課題設定ができ、解決⼿法・実験計画を⽴案・遂⾏、
論理的なプレゼンテーションができる。

グローバル市場（欧⽶企業等を含む）では博⼠号の有無
でスタートラインと待遇に決定的な差がある。「Dr.」
があることで、初対⾯でも専⾨家としてのリスペクトや
発⾔権が担保される。



⽣成AIの時代における博⼠号
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“⽣成AIの時代だからこそ、博⼠の能⼒が必要とされる”
例１) 焦げ付きにくいフライパン（テフロン加⼯）の安全性

テフロン加⼯のフライパンって、体に悪い成分が含まれるの︖
→ ⼀般的・標準的な使⽤法なら安全です

博⼠ ⾼温加熱でPFASの分⼦結合が切断・熱分解される臨界温度は︖
また、その分解⽣成物の体内半減期と毒性メカニズムは︖

→ 未知の毒性・熱分解の化学的機序・リスクの境⽬に関する論⽂
や実験データの検証 → さらなる深掘り・関連議論

博⼠⼈材が活⽤する⽣成AI
l 論理的かつ専⾨性に基づいた問い
l 前提条件そのものを疑う複眼的な思考

l 未知の領域での仮説検証・壁打ち



博⼠後期課程進学に求められる資質
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“研究が（⼤変だけど）楽しくて、研究に没頭したい・もっと突き詰めたい︕”
*必要とされる学⼒・語学⼒を有していること

東北⼤学⼯学研究科にはその意思に
応える世界⽔準の研究・教育環境が
あります
国際卓越研究⼤学 第1号 UREX1
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本⽇の内容

経済⽀援・進路・修了⽣の声

「博⼠後期課程に⾏きたい」気持ちに対する
迷い・不安へのアドバイス


